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■ご挨拶 
  会員の皆様には日頃よ

り当支所の活動・運営に

ご支援を賜り、厚く御礼

申し上げます。去る 7 月

21 日に 2007 年度の三重支

所通常総会が開催され、

新支所長を仰せつかりました石川と申します。 
  三重支所も設立 20 周年を越え、一つの転換期に

さしかかっておりますが、新たな視点を模索しつつ、

一層意義のある活動をして行きたいと考えておりま

す。何卒よろしくお願い致します。 
  今年度は、三重県の建築における「伝統」と「先

端性」の対比に着目し、歴史的遺産・伝統建築と新

時代のニーズに対応した先端生産施設等に焦点をあ

てて、各種見学会や講演会を計画しております。ま

たホームページやメールマガジンなどについてもコ

ンテンツのさらなる充実をはかっていきたいと考え

ております。今後とも支所活動へのご協力・ご参加

を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

日本建築学会東海支部三重支所長  石川幸雄 
（三重大学大学院工学研究科 教授） 

 
■通常総会の報告 
 去る 2007 年 7 月 21 日（土）午後 2 時から三重大

学工学部 1 番教室において、2007 年度（社）日本建

築学会東海支部三重支所通常総会が行われました。

出席者は 95 名（内委任状 74 通）でした。以下の議

案について審議が行われ、全て承認されました。な

お、詳しい内容については三重支所のホームページ

から総会議案書および議事録（いずれも PDF ファ

イル）をダウンロードしてご覧下さい。 
http://www.arch.mie-u.ac.jp/mie-shisho/home.html 

 
第１号議案 
 （１）2006 年度事業報告承認に関する件 
 （２）2006 年度収支決算書承認に関する件 
第２号議案 
 （１）2007 年度事業計画（案）審議に関する件 
 （２）2007 年度収支予算書（案）審議に関する件 
第３号議案 
 （１）次期新任役員選出に関する件 
 

 

 
総会の様子 

 
■新任役員の紹介 

先の通常総会において新任役員が決まりましたの

で、ご紹介させて頂きます。 
 
支所長 

石川幸雄 君（三重大学大学院工学研究科 教授） 
運営委員 

浜口典茂 君（四日市工業高校 教諭） 
西野耕治 君（鈴鹿市都市整備部建築指導課） 
南川 功 君（団設計株式会社 代表取締役） 
寺島貴根 君（三重大学大学院工学研究科 准教授） 
松浦健治郎 君（三重大学大学院工学研究科 助教） 

（任期：2007 年 8 月～2009 年 7 月） 
 
■講演会の報告 

通常総会終了後（7 月 21 日 15:00～17:00）、講演

会「世界遺産の保護活動への取り組み」が行われま

した。参加者は 31 名でした。 
 

(1)「熊野古道ｱｸｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ－文化的景観を守る」 
講師 駒田利治 氏（三重県教育委員会） 
  2004 年に世界遺産に登録された「紀伊山地

の霊場と参詣道」の概要と登録までの経緯、

その文化的景観保護についての解説がありま

した。また、関連施設として、三重県立熊野

古道センターなどの施設・企画の紹介があり

ました。 

 
(2)「文化遺産保護の国際協力活動」 

1)「震災から守る－ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ・ﾌﾟﾗﾝﾊﾞﾅﾝ遺跡/ｲﾗﾝ・
ｱﾙｹﾞﾊﾞﾑ－」 

講師 花里利一 君（三重大学） 
  歴史的な組積造建築物の震災復旧に関する国

際協力活動について、ジャワ島地震で被害を受

けたプランバナン遺跡を例として紹介されまし

た。 

日本建築学会東海支部 

三重支所会報 
Architectural Institute of Japan 



2)「風化から守る－タイ・アユタヤ遺跡－」 
講師 畑中重光 君（三重大学） 
  タイ・アユタヤ遺跡の煉瓦造について、材料

の表面劣化のメカニズム、劣化診断技術と補修

方法の提案について紹介されました。 
 

 
 

 
講演会の様子 

 
■全国大学・高専卒業設計展示会 2007 の報告 
  2007 年 5 月 5 日（土）～9 日（水）、三重大学

講堂小ホール、同ホワイエにて開催されました。 
参加者は 322 名でした。 
 

 
会場の様子 

 
■今年度行われる予定の三重支所の行事 
□東海地域の世界遺産に関わる施設等の見学会 
－熊野古道センター見学会と熊野古道の散策 

  2004 年に、熊野古道を含む「紀伊山地の霊場と参

詣道」が世界遺産リストに登録され、2007 年 2 月に、

この熊野古道をより深く体験するためのビジターセ

ンターとして、建築研究所アーキヴィジョンの設計

による三重県立熊野古道センターがグランドオープ

ンしました。 
  この見学会では、熊野古道センターと熊野古道と

の関連や企画意図の説明を受け、尾鷲ひのきの 135 

mm 角無垢材のみで構築された木造建築空間とその

意味を体感すると共に、近傍の熊野古道を歩き、熊

野古道のもつ歴史・文化・自然と現代建築との協奏

を理解する。 
 
主    催 日本建築学会東海支部、三重支所 

日    時 2007 年 10 月 20 日（土）11:50～15:30 

会    場 三重県立熊野古道センター 
（三重県尾鷲市向井 12-4）ほか 

集合場所 近鉄・ＪＲ津駅西口 
集合時間 8:50 

借上バスを利用して会場まで移動します。 
（18:00 近鉄・JR 津駅西口解散予定） 

講    師 石原義剛 氏（海の博物館館長） 
花尻 薫 氏（熊野古道センター館長／熊野古

道伊勢路語り部友の会会長） 
定    員 30 名 
参 加 費 1,000 円（昼食代実費分） 
申込方法 ①催し物名称・②氏名・③勤務先・④携帯電

話等・⑤E-mail アドレスを明記し、お申込み

ください。10 月 9 日（火）を締め切りとし、

先着順で定員に達した場合はお断りする場合

があります。 
（見学先への直行を希望される方は必ずその

旨をご記入ください） 
申 込 先 E-mail： kitano@arch.mie-u.ac.jp または  FAX 

059-231-9452（北野宛て：なるべく E-mail で

お願いします） 

 
□特別講演会 
「小さい空間（仮）」 
講    師 今井正次 君（三重大学名誉教授、三重短

期大学教授） 
日    時 2007 年 9 月 29 日（土）14:00～16:00 
場    所 三重県総合文化センター 小ホール 
主    催 三重大学工学部建築学科、日本建築学会

東海支部三重支所 
そ の 他 入場無料・申込不要 
 
□その他 
「シャープ亀山工場、及び鈴鹿ホンダ物流センタ

ー（予定）」見学会 
2007 年 11 月予定、講師 未定 
 
「演題未定」講演会 
2007 年 12 月予定、講師 未定 
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■支所活動に関するお問い合わせ 
事務局窓口:三重大学工学部建築学科事務室（TEL:059-231-9666） 
庶務幹事:北野博亮（三重大学大学院工学研究科） 

E-mail: kitano@arch.mie-u.ac.jp 


